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注目に値する裁判例として，最決昭和58年 9 月21日刑集37巻 7 号1070頁
（被告人が，当時12歳の養女を連れて四国八十八ケ所札所等を巡礼中，日
頃から暴行を加え，自己の意のままに従わせていた同女に窃盗を命じて行
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4) 以下の裁判例のほか，強要による間接正犯が認められた事案として大判明治32年 3 月14





















→ 支判平成元年 3 月24日高刑集42巻 2 号103頁（66歳の独り暮らしの女性から欺罔的手段で
短期間に多額の金員を借受けたが，その返済のめどが立たなかったことから，同女に対し
て欺罔・威迫をし，更に諸所を連れ回す等の行為により追い詰めることで自殺する以外途
はないと誤信させて自殺させた事案），大阪高判平成 7年11月 9 日判時1569号145頁（自己
の言動に畏怖し意思を抑圧されている10歳の少年を利用して窃盗をさせた事案），否定さ
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7) 門田・前掲注( 1 )145頁参照。



























11) Vgl. Ernst Beling, Zur Lehre von der „Ausführung“ strafbarer Handlung, ZStW 28, 1909,
S. 593. 筆者は，この「故意ある道具」，とりわけ目的なき故意ある道具 (absichtsloses
doloses Werkzeug) および身分なき故意ある道具 (qualiﬁkationloses doloses Werkzeug)
を素材に論文を執筆する予定である。
12) 松宮・前掲注( 2 )264頁，前田雅英『刑法総論講義［第五版］』（東京大学出版会・2011



























































































18) 団藤・前掲注( 3 )355頁。
























































































り口として」Law & Practice 第 4号（2010年）108頁参照。
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32) 松宮・前掲注( 2 )224頁以下。





























37) 前掲最決平成15年 5 月 1 日刑集57巻 5 号507頁。




































































立命館法学 2014 年 4 号（356号)
406 ( )1526
